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Tel Quelは 何 を した か(1)

ソ レル ス とそ の 周 辺 を め ぐっ て

阿 部 静 子

0.0.1960年

 1960年3月 、 季 刊 文 芸 雑 誌Tel Que1第1号 は ス イ ユ 社 か ら刊 行 さ れ，た 。

編 集 ス タ ッフ は 編 集 長 のJ.一E.ア リ エ 以 下 、 ボ ワ ル ー ヴ レ、J.ク ー ドル 、

J.一R.ユ グ ナ ン、R.マ テ ィ ニ ャ ン、 そ し てP.ソ レル ス の6名 で あ る。

 同 じ年 の1月 、 ノ ーベ ル賞 作 家A.カ ミユが 、 ガ リマ ール 出 版 社 社 長 の 息

子 の車 で パ リに 向 か う途 中 、 自動 車 事 故 死 し て い る。46歳 の 若 さだ った 。 同

じ く1月 、 パ リ大 学 で 開 か れ た サ ル トル の 講 演 会 に は多 くの 人hが 詰 め か け

た とい う。 時 代 を 象 徴 す る サ ル トル ・カ ミユ論 争 か ら8年 後 の こ とで あ る。

 一 方 、 カ ミユ の 故 郷 ア ル ジ ェ リア で 激 し さ を増 し て い た 独 立 戦 争 は こ の年 、

皮 肉 な 展 開 を見 せ る こ と に な る。10月 、M.ブ ラ ソ シ ョが 起 草 した と い わ れ

る声 明 文 が 出 さ れ た が 、 そ こ に は ア ル ジ ェ リア の 独 立 を抑>x込 も うとす る戦

争 は不 当 な戦 争 で あ り、 兵 士 は これ に対 す る不 服 従 の権 利 が あ る 、 と書 か れ

て い た 。 この 声 明 に 署 名 した サ ル トル を は じ め とす る121人 の 文 化 人 達 は、

国 営 放 送 局 な どあ らゆ る 国 家 機 関 か ら締 め 出 さ れ る とい う憂 き 目に遭 って い

る。 しか し翌11月 、 ドゴ ー ル 大 統 領 は 突 然 、 ア ル ジ ェ リア に 独 立 を与>xる と

宣 言 した の で あ る。

0.1.ReviewｫTel Quelｻ

 と ころ で 当 時 フ ラ ン ス 出 版 界 に は 、1908年 の創 刊 以 来 、 知 識 人 の オ ピ ニ=オ

ソ ・ リー ダ ー と も い うべ き 役 割 を 果 し て き たNRF誌(Nouvelle Revue
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Fran軋ise)と 、 サ ル トル率 い るLes Temps Modernes誌 等 、 幾 つ か の 文 芸

誌 が存 在 し て い た 。 こ うし た 状 況 下 、 若 いTel Quel誌 は 、68年 の いわ ゆ る

5月 革 命 を 経 て サ ル トル の 死 の2年 後 、1982年 に 廃 刊 さ れ る ま で22年 間 続

き1)、 そ の後 は 出版 社 を ガ リマ ー ル 社 に移 し名 前 をL'Infiniに 変 え て再 出 発

し、 今 日 に至 っ て い る。 創 刊 時 の メ ソバ ー の うち 、 残 っ た の は ソ レル ス唯1

人 で あ る。

 も しTel Quel誌 が 存 在 せ ず 、 ソ レル スが い な か った な ら今 日の フ ラ ン ス

の 文 学 事 情 は違 っ て い た か ど うか2)、 は と も か く と し て 、 こ の フ ラ ソ ス 文

学 界 の 鬼 っ子 と も い うべ き雑 誌 が 当 時 の 文 学 状 況 に お い て ど ρ様 な 役 割 を果

た し(あ るい は ど の様 な役 割 を果 さず)、 どの 様 な 存 在 で あ っ た の か(あ る

い は ど の様 な存 在 で な か っ た の か)、 検 討 して も よ い 時 期 に あ るの で は な い

だ ろ うか。 そ れ は取 り も直 さず 、振 り返 っ て 現 在 の文 学 状 況 に つ い て 考 え る

こ と に他 な らな い の だ か ら。

 1995年3月9日 か ら11日 ま で ロ ソ ドン で 、27日 か ら30日 ま で パ リで 、Tel

Que1誌 とL'lnfini誌 を め ぐ る 討 論 会 が 開 か れ た 。 前 者 は “The avant-

garde， and after” 後 者 は “De Tel Quel澂'Infini” とい うタ イ トル で あ る。

時 期 を 同 じ く してL'Infini誌 の49/50合 併 号 はTel Quel誌 の 回 顧 を特 集 し、

またTel Quel誌 の歴 史 を 扱 っ た2冊 の本 が 相 次 い で 出 版 され て い る3)。

 L'Infini誌 、合 併 号 の 巻 頭 で 、 ソ レル ス は次 の よ うな 問 い か け を して い る。

 On a beaucoup parl馘e Tel Quel， en long， en large，炙ort，炙ravers.

Qui， pourtant， aura finalement pens馘u bien de cette aventure， en

dehors de ceux qui l'auront dirig馥 de l'int駻ieur jusqu'灣a dissolution

en son temps?Personne.4)

 か つ て そ の若hし い イ メ ー ジ と、常 に何 か が 起 っ て い るか の よ うに 読 者 に

思 わ せ る 策 略 に よ っ て 気 に な る 存 在 で あ り続 け たTel Quel誌  そ の

“aventure” が 実 際 に は どの 様 な も の で あ
っ た の か 探 っ て み た い 、 と い う欲

求 が 本 稿 執 筆 の き っ か け で あ る。
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 時間軸に沿 って、創刊直前の状況を探 ることから始め、第1号 発刊後、順

調に滑 り出したかに見 える裏で内紛が絶えなかった困難な状況をいかにして

乗 り越え、時代 とどの様 に切 り結んで生 き延 びていったか、更にはその後の

発展期を経てL'Infini誌 へ引渡 しをす るまでの足取 りを、創刊当初から唯一

継続 した メソバーであ り続けた ソレルスを中心にして3回 に分けて述べてい
                                        

きた い。 そ の 過 程 で 、 この 雑 誌 が 如 何 に し て 「ソ レ ル ス のTel Que1」 と も

言 え る も の に な っ て い った か を も明 ら か に 出 来 る の で は な い か と思 う。

 (1)で はTel Que1誌 創 刊 か ら順 に初 期 の65年 頃 まで を辿 っ て み た い。

1.0.2つ の 出 会 い

 1945年 度 の ル ノ ドー賞 作 家 ジ ャ ン ・ケR一 ル は、 作 家 で あ る と同 時 に ス イ

ユ 社 の編 集 者 で あ り5)、 当 時 亘crireと い う雑 誌 を 主 宰 し て い た 。 彼 は そ こ

で 「若 い小 説 家 や 詩 人 が 、 た と え 出 版 され る こ と は な くと も 、 少 な く と も 自

分 の 原 稿 を快 く読 ん で貰>xる と信 じて 作 品 を送 る こ との 出 来 る 人 が フ ラ ンス

国 内 に1人 は い る」6)と 言 わ れ る存 在 で あ った よ うだ 。 そ し て 当 時 ま だ 本 名

のPhilippe Joyauxで あ った ソ レル ス は そ の ケ ロー ル に1956年12月 に次 の よ

うな手 紙 を送 った の で あ る。

 Parmi les raisons que j'ai de vous馗rire， il me pla羡 de choisir

celle-ci， la plus insignifiante：j'ai 20 ans et je suis bordelais. Bon，

direz-vous， mais qu'y a-t-il l瀲ui justifie cette indiscr騁ion?H駘as， j'ai

ce malheur de n'騁re pas froiss饌vec la litt駻ature et d'avoir contre

moi un informe(mais court!)manuscrit dont j'aimerais savoir les

faiblesses.

 J'en viens�1'important：mon envie de vous conna羡re. Et je vous

prie bien profond駑ent de ne voir en elle nulle habilet�...Si， au risque

de ce doute， je vous assure que vos po鑪es-et cet admirable cri de

Nuit et Brouillard-sont pour moi d'une mati鑽e tr鑚 pr馗ieuse et tr鑚

intime， vous pouvez m'en croire sans sourire.
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                            ノ

  Bien entendu， il serait in616gant de feindre d'ignorer qu'《Ecrire》est

 une tentation. Ne voyez pourtant nulle obstination， nulle mesquinerie

 dans cette lettre. Avant tout， il me semble que j'ai grand besoin de

 sympathie ou， a d6fa ut， de conseils.

  Oserai-je me recommander de M. Fran ois Mauriac qui me fait

1'honneur de me conna羡re?7'

 婉 曲な言回 しと挑発的なニュアン入  この手紙は文体、内容ともにソレ
        

ル スの 挑 戦 そ の もの で あ る と も言 え よ う。 そ し て未 来 の 恩 人 の 意 見 を仰 ぐべ

く送 り届 け た 作 品(“un informe manuscrit”)の 題 名 が 奇 し くも 『挑 戦 』

(Le D馭i)で あ った 。 同 郷 ボ ル ドー 出身 の作 家 モ ー リャ ック との 知 遇 を得 て
                

い る こ とを ち らつ かせ る手 管一 一 通 の手 紙 を 際 だ た せ て い る これ ら の特 徴

は そ の ま ま 、 後 の ソ レル ス作 品 の 顕 著 な特 徴 と も な る もの で あ る。 一 方 で は

次 第 に ソ レル ス を中 心 に 展 開 して い く よ うに な るTel Que1誌 そ の も の も、

こ うした 特 徴 を 自 らの もの とす る よ うに な って い くの で あ る。

                ノ

 J.ケ ロ ール は送 ら れ て きた 原 稿 をEcrire誌3号 に掲 載 す べ く、 作 者 の 母

親 に許 可 を 求 め る電 話 を か け た。Joyauxは 当 時20歳 、 親 の 許 可 が 必 要 だ っ

た の で あ る。 一 方 、 母 親 の反 対 を 見 越 して い たJoyauxは あ らか じめ 本 の 出

版 に 備 え て 偽 名 を用 意 し て い た。 「ソ レル ス」=“Sollers” 、 ラ テ ン語 のsol一
                                

1usとars、 す なわ ち 厂全 身 、 芸 術 」、 作 家 ソ レ ル ス の 誕 生 で あ る。 こ う して

陽 の 目を 見 た 処 女 作 は よ く知 られ て い る よ うにF.モ ー リャ ック と ア ラ ゴ ン

(こ の2人 は 比 喩 的 に ヴ ァチ カ ン と ク レ ム リン と言 い換 え られ る)の 絶 賛 を

浴 び、 ソ レ ル ス の名 前 が 世 に知 られ る よ うに な る の で あ る。 『挑 戦 』 は1958

年 に フ ェネ オ ソ賞 を獲 得 し て い る。

 同 じ年 、 上 記 の 手 紙 を ケ ロー ル に 出 す 少 し前 に、 い つ も の よ うに ア リア ン

ス ・フ ラ ソセ ー ズ の前 を 通 りか か った ソ レル ス は 、 そ の 講 堂 で 行 わ れ て い た

討 論 会 の知 らせ の 中 に 見 知 っ た 名 前 を 見 つ け た 。 フ ラ ン シ ス ・ポ ン ジ ュー 。

そ の 後 、Tel Quel誌 の 歴 史 を 語 る 際 に欠 か せ な い、 友 情 と互 い へ の 尊 敬 に

支 え られ た2人 の 関 係 は こ の 日を も っ て始 ま った の で あ る。 ソ レル ス は彼 の



                   Tel Quelは 何 をしたか(1) 147

学 友 の プ ロ ヴ ァ ン シ エ ル お よ び 学 友J.ク ー ドル を 通 じ て 知 り合 った%}ア

ル ー ヴ レを ポ ン ジ ュに 紹 介 す る。 こ の メ ン バ ーがTel Que1誌 創 刊 の 際 の ソ

レ ル ス ・グル ー プ を構 成 す る こ と に な るの で あ る。

1.1.創 刊 前 夜

 Tel Que1誌 の創 刊 を担 った も う一一つ の グ ル ー プの 中 心 人 物 は、 J.一E.ア リ

エ で あ る。 彼 を ソ レ ル ス に 紹 介 した の もJ .ケ ロー ル だ った 。 こ う し て文 学

活 動 、 あ るい は ジ ャ ー ナ リス トと して の活 動 を開 始 した ば か りの20歳 か ら21

歳 の メ ソバ ーか らな る2つ の グ ル ー プ が 合 流 す る こ と に な った の だ が 、 彼 ら

の 関 係 は 最 初 か ら ラ イバ ル意 識 を む き出 し に し た もろ い もの だ った よ うだ 。

ア リエ の グル ー プ の メ ンバ ー はJ.R.ユ グ ナ ン とR.マ テ ィ ニ ャ ン で あ る。

 1959年5月 、 ス イ ユ 社 のP.フ ラ マ ン が ゴ ーサ イ ソ を 出 し、 か く して 夏 の

休 暇 を 挟 ん で ソ レル ス と ア リエ は 雑 誌 発 刊 に 向 げ て の 詰 め の 作 業 に取 りか

か っ た。 ア リエが 代 表 者 に決 り、1960年1月15日 、 契 約 書 に サ イ ン が な され 、

Tel Quel誌 は ス タ ー トした の で あ る。 編 集 局 は パ リ6区 、 ジ ャ コ ブ通 り27

番 地 だ った 。

1.2.創 刊 号

 Tel Quel誌 は創 刊 号 か ら一 貫 し て 雑 誌 の 名 前 “Tel Quer'の2語 を 含 ん

だ エ ピグ ラ フ に よ って 始 め られ て い る。 そ れ ぞ れ の 引 用 文 に は編 集 者 の 強 い

思 い入 れ が 込 め られ て い る か の よ うだ 。 創 刊 号 は ニ ー チ ェで あ る。

 ｫJe veux le monde et le veux TEL QUEL， et le veux encore， le veux

騁ernellement， et je crie insatiablement：bis!et non seulement pour

moi seul， mais pour toute la pi鐵e et pour tout le spectacle；et non

pour tout le spectacle seul， mais au fond pour moi， parce que le

spectacle m'est n馗essaire-parce qu'il me rend n馗essaire-parce

que je lui suis n馗essaire-et parce que je le rends n鹹essaire.ｻ

                          Nietzsche.8)
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醐 』⑲膃 』

        Francis Ponge， La Figue Cr鐵he)

         Claude Simon， La poursuite

          Jean Cayrol， La pre.rqu'�e

       Jcan五agr・leちL'驕V 加 ゴ〃d�.r翩 κ♂

     Boisrouvray， Une vall馥 four le.r nuages

           Philippe Sollers， Requiem

      Pensez-vous avoir un don d'馗rivain?

           タ2吻n.re.r∂u〃8吻 励.

    Virginia Woolf， Le moment.noir d'騁�

       Jacques Coudol， Le voyage d'hiver

         Jean-Ren飃uguenin， Adieu

        Jcan-Edern Hallier， Un virage瀾art

          Jcan Thibaudeau， L'attentat

Rcnaud Matignon， Flaubert et la.renribilit駑oderne

            Francis Ponge， Pro�e

               Albert Camus

               Notez de lccture

                                  P厂in'卿 ∫ ゆ ・ ff

Tel Quel誌 創 刊 号 の表 紙
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 世 界 内存 在 で あ る 人 間 が 永 遠 に 世 界 を 希 求 す る  TEL QUEL、 あ るが

ま ま に。 自分 自身 の た め に、 あ らゆ る ス ペ ク タ ク ル の た め に。 自分 が ス ペ ク

タ ク ル を 、 スペ ク タ クル は 自分 を 必 要 と して い る の だ一 。 ニ ー チ ェの この

言 葉 は絶>xず 挑 戦 し続 け る と同 時 に何 もの に も組 み し な い 、 とい う ソ レル ス

達 の 意 気 込 み の 思 想 的拠 り ど ころ を 示 して い る も の で あ ろ う。 だ が 創 刊 号 に

対 す る反 響 の 中 で 、 批 判 的 だ っ た も の の一 つ が この ニ ー チ ェの 言 葉 を エ ピ グ

ラ フ に掲 げ た こ とに対 す る も の で あ った と も言 わ れ て い る。

 以 後 、 各 号 の エ ピ グ ラ フ に取 上 げ られ た 引 用 文 に は 、 ダ ンテ 特 集 号 の 『神

曲 』、J.ポ ー ラ ン の提 案 に よ る禅 問 答 、 お よ び ヘ ル ダ ー リ ン、 デ カ ル ト、 セ

リー ヌ、 サ ル トル、 ブ ラ ソ シ ョ、 キ ル ケ ゴ ー ル、 ソ シ ュー ル 、 ク レ ー 、 聖 ア

ウ グ ス テ ィ ヌ ス、 メルR一 ・ポ ソテ ィ、 ア ル トー 、 ジ ョイ ス等 の 文 章 が あ る。

   ・与 ≡}9)1
.3.   旦�

創刊号の巻頭はソレルスとポンジュが苦心して練 り上げた宣言文が飾 って

いるが、それは次のように始められている。

Chaque fois que la pens馥， soumise濺es imp駻atifs moraux et

politiques， a cess馘'黎re ce que nous attendons d'elle：le fondement

de notre pr駸ence， sa claire et difficile expression par l'art；chaque

fois que cette pens馥 d騅alu馥 s'est ainsi agit馥 autour des oeuvres，

trouvant瀾r鹹her l瀰�l suffisait d'aimer-et en silence；(...). Les

id駮logues ont suffisamment r馮n駸ur l'expression pour que celle-ci

se permette enfin de leur fausser compagnie， de ne plus s'occuper que

d'elle-meure， de sa fatalit馥t de ses r鑒les particuli鑽es.10)

 こ こ で は 一 般 に言 わ れ て い る よ うに、 時 代 を支 配 し て い た と も言 え るサ ル

トル の ア ン ガ ー ジ ュマ ソ に対 す る ア ソ チ ・テ ー2sが 宣 言 され て い る だ け で な

くi周 辺 に ひ しめ く左 右 の夥 しい イ デ オ ロギ ー、 即 ち 実 存 主 義 ・マ ル ク ス主

義 ・ス タ ー リニ ズ ム ・社 会 主 義 ・コ ミュ ニズ ム 、 さ ら に は ナ チ ズ ム ・フ ァ シ
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ズム等に対する脱 イデオロギー宣言 もうたわれている。芸術表現をそれ自身

に、その本来の姿に返すこと、芸術表現が本来の仕事に専心す ることを目指
                              パルナシアン

すよ うに、と促 しているのである。 ここからTel Quel派 は 「新 しい高踏派」

という呼ばれ方をす るようにもなるのだが、 しかしこの宣言を突き動かして

いる動機が単なる美への憧憬にあるのではなく、 自身の内なる表現への切実

な欲求にあるのであ り、更には後に引用す るこの文の続きで表現活動におけ

る厳密で冷徹 な新 しい方法論を要求 しているところからみても、単なる過去

への反動的な立戻 りではないことが明らかであろ う。

 引用文冒頭に現れ る 「思考」(“la pens6e”)の 語はM.ブ ランシ ョのmot

c16で あ るとともにG.バ タイユの著作の中心概 念である。 ソレルスを初

めとす る幾人かのTel Quelの メン・ミー達 は当時、・ミタイユの世界、殊 に

L働 彡碗 η6θ1痂彡γ忽z6(『 内的体験』)に 語 られている世界に惹かれていた。

脱 イデオロギー宣言後、その足取 りが芸術のための芸術へ と向わなかったこ

との一因には、彼らがバタイユの矛盾 と混沌に充ちた激 しい内なる叫びを自

分たちの中にも聞いていたことがあるのではないだろ うか。

 Ce qu'il faut dire aujourd'hui， c'est que l'馗riture n'est plus concev-

able sans une claire pr騅ision de ses pouvoirs， un sang-froid ，a Ia

mesure du chaos o琇lle s'騅eille， une d騁ermination qui mettra la

po駸ie瀝a plus haute place de l'esprit. Tout le reste ne sera pas

litt駻ature.

 Voil瀋e mot de po駸ie l稍h�(que nous prenons， bien entendu， dans

son sens large， englobant tous lesｫgenres litt駻aires)一et sans doute

faut-il dire ce qu'il repr駸ente pour nous，1a sensibilit� que nous

comptons y affirmer.

 上 の 文 中 、 “po駸ie” と し て広 く捉 え られ て い る も の こそ は 、 ・ミタ イ ユ が

「詩 へ の憎 しみ 」(“La Haine de la Po駸ie”)と い う逆 説 的 な表 現 の も と に

生 涯 追 求 した もの に 他 な らな い。
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  C'est， en somme， soumise瀝a d馗ouverte d'un monde(...)， une

na�et饌rm馥. L'馗riture， qui est un peu notre fonction vis一煦黐is du

monde ext駻ieur， notre fa輟n de le saluer， de cr馥r entre lui et nous

une connivence， une intimit驕C une amiti馘e plus en plus grandes， n'est，

en d馭initive， qu'une entr馥 en mati鑽e.(...)

  Sans doute rien n'est plus important vis一煦黐is du monde，(...)；sans

doute rien ne m駻ite plus d'attention que ce d馗alage entre l'objet， le

spectacle qui se trouvent devant nos yeux，(...)， et la d馗ouverte (la

sensation de d馗ouverte) brutale ou progressive de cet objet， de ce

spectacle， o�ous retrouvons， par la force d'une sensation particuli�e，

1'int�黎 que m駻ite ce monde， ce monde TEL QUEL，1'騁endue infinie

de sa richesse et de son possible. Et peut一黎re pourrons-nous qualifier

de beau， oui， tout ce qui， par la complication harmonieuse de son

architecture， par la logique mais aussi . par.1'騁ranget駭馗essaire de

sa nature， nous force灑馗oncilier les contraires，(...).(...)Vouloir

le monde， et le vouloir瀋haque instant， suppose une volont馘e

s'ajouter la r饌lit馥n la ressaisissant et， plus qu'en la contestant， en

la repr駸entant.

                    

  「世 界 と 我 々 の 共 謀 」 と い う時 の “une connivence” の 語 に も バ タ イ ユ の

主 要 な 概 念 “la complicit6”(共 犯 性)と の 類 縁 関 係 を 見 る こ と が 出 来 る だ

ろ う。

  更 に 上 の 引 用 文 中 の “ce monde TEL QUEL” 、 “le spectacle” 、 “vouloir

le monde” 等 の 表 現 か ら も 分 か る よ う に 、 こ の 宣 言 が 先 に 引 用 し た ニ ー

チ ェ の エ ピ グ ラ フ に 呼 応 す る も の で あ る こ と が 見 て 取 れ る 。 “par la compli・

cation harmonieuse” 、 “par la logique mais aussi par 1'6tranget6 n6ces-

saire de sa nature” 、 “r6concilier les contraires” と い う表 現 に は シ ュ ル レ

ア リ ス ム の 影 響 を 見 る こ と も 出 来 る だ ろ うが 、 こ こ に 彼 ら独 自 の 方 法 論 が 提

示 さ れ て い る と も言 え る だ ろ う。 宣 言 は 以 下 の 文 で 結 ぼ れ て い る 。
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 Et y a-t-il meilleure pr騁ention que celle qui nous fait esp駻er r騏nir

ici tout ce qui s'馗rit-ou s'est�rit-de meilleur dans toutes les

directions o�l nous para羡ra bon d'avancer?

1.4.レ ク イ エ ム

 ところで創刊号に掲載された ソレルスの作品は 『レクイエム』である。新

しい雑誌の船出を飾 るにはあまりにも暗 く重いタイ トル  ここにソレルス

独特の諧謔を読み とることも可能だろ う。が しかし、テクス トに添 えられた

献辞を読む ことによってこの選択が ソレルスにとって他に代 えがたいもので

あったことが分 る。 タイ トルの下には次のよ うに書かれている。

、4mon ami Pieyye de Pyovench鏈es， qui se taisait. ii)

 ここにある名前 プロヴァンシエルは、無名時代の ソレルスが知 り合ったぼ

か りのF.ポ ンジュに紹介した友人の1人 であ り、将来共に新 しい雑誌の編

集を担 うはずだった人物の名である。彼はアルジェリアで戦死 していたのだ。

 発刊当時、Tel Que1誌 を右翼的 と決めつける非難の声は、その根拠 とし

て、ニーチェのエピグラフとともに編集方針に見 られるアルジェリア戦争へ

の無関心を挙げていた。 しか しソレルスにとってのアルジェリア戦争 とは、

政治的 ・イデオロギー的な論議を越 えて、何よりも大切 な友の死をもた らし

た悲痛な体験だったのであろう。 この事実の衝撃の大 きさは、彼をして自分

たちの最初の作品集に友の死を扱 った小説を載せることを決断させた ことに

表われてい る。 と同時に2年 後、自身が召集 された際 に、あらゆる手段を

使 って執拗に兵役を拒否しようとする断固とした態度を とらせたことにも表

れていよう。 また ソレルスは前年の1959年 に交通事故で九死に一生を得ても

お り、 これら2つ の体験 はそれぞれ、 ソレルスにあっては外部世界の出来事

と内省的な思考 とが密接な関係を作 りなして創作のモチベーシ ョンへ と発展

していっているとい う事実を裏づけるものとなっていると言 えるだろ う。

 友の葬儀の様子を象徴的に描 き出したこの小品は、一方では 「宣言」で う
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た わ れ て い る エ ク リチ ュー ル の 実 験 を 試 み た もの で も あ り、 そ の意 味 で は彼

の 同 じ時 期 の他 作 品 と密 接 な 関 連 を持 って い る。

 『レ ク イ エ ム』 で は “je” と “elle”の2人 “nous” が 、 親 し か った 兵 士

の 葬 儀 に 出 席 す るた め に夜 、 列 車 で 人影 の な い街 に 着 く一一 物'々 し く儀 式 張

っ て進 行 す る葬 礼 、 人 形 の よ うな兵 士 た ち  切 れ 切 れ に漏 れ 聞 こ え て く

る死 ん だ 兵 士 の 勇 気 を 称 え る言 葉  《ce jeune chevalier_particuli鑽e

audace...volontaire de la mani鑽e la plus p駻illeuse...lutte s馗ulaire...exem-

ple灣uivre》 一 あ れ これ の宗 教 上 の手 続 き一 葬 儀 後 、残 った 僅 か な 人h

と と も に突 然 ぽ つ ん と取 り残 され た 棺 と三 色 旗 、《Souvenir fran軋is》 の 文

字一 墓 まで 運 ぼ れ紐：で 素 早 く墓 穴 の 中 に 下 ろ され る棺  再 び帰 りの 列 車

の 座 席 に 背 筋 を 伸 して 座 っ て い る “elle”  彼 女 の 手 に 握 りし め られ た1

枚 の カ ラ ー写 真  カ ー キ色 の 軍 服 を着 た 細 面 の無 帽 の 兵 士 が 岩 に腰 掛 け 、

手 帳 に何 事 か を書 き付 け て い る一 よ く晴 れ た 日。 彼 の 腕 の 時 計 が 丁 度 午 後

1時 を指 し示 し て い る。

 こ の 間 に “elle”が発 す る言 葉 、《Allons voir》、 《Le voil竅t、 《Pauvre_》 、

《Tu pleures》 、 《11 faut que j'y aille. Attends-moi.》 、 そ して部 屋 中 に響 き渡

る心 の 叫 び 一 《Non， cela ne sert灑ien， il n'y a rien que ces choses

provisoires， sans raisons， sans rapports...Lui savait bien， il se taisait. Que

dire de ce silence?》 、12)これ が 作 品 中 の セ リフの 全 て で あ る。

 “elle”の 靴 音 が 鳴 り響 く以 外 に は 静 寂 が 立 ち こ め る 夜 の 街 路 、 “elle”の

セ リ フは 、 トー キ ー 映 画 に お け るそ れ の よ うに場 面 か ら浮 き上 が っ て 聞>xて

くる。 屋 外 の 闇 と建 物 の 明 りが 照 し 出す 別 世 界 の コ ン トラ ス ト。 兵 士 の写 真

に 写 し取 られ た 陽 光 と陰 。 加 え て繰 返 し強 調 され る様 々 な色 、 即 ち メ ダ ル の

赤 い リボ ン と室 内 の植 物 の 緑 、 黄 色 い扉 と黒 い ク ッシ ョソ、 三 色 旗 の赤 、 白、

青 等h。58年 に 出 版 さ れ て絶 賛 を 博 し た ソ レ ル ス の 長 編 第 一 作Une curi-

euse solitude(『 奇 妙 な孤 独 』)以 来 、 色 の描 写 は ソ レル ス作 品 の 重 要 な要 素

の一 つ に な って い る。 音 と静 寂 、光 と闇 、様 々 な色 と各 種 の補 色 、 これ 等 の

要 素 は 作 品 の 中 で そ れ ぞ れ 独 立 し て主 張 し合 う。 “nous”、 “elle” と代 名 詞

で 呼 ぼれ る抽 象 化 さ れ た 主 人 公 達 に よ っ て展 開 され る ス トー リー、 と い うよ
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りは む し ろ細 部 に 拘 っ た情 景 描 写 の連 鎖 と もい うべ き形 で の 表 現 は 、 翌 年 発

表 され メ デ ィシ ス賞 を受 賞 した 作 品Le Parc(『 公 園 』)で 一 層 の発 展 を見 る

こ と に な る。 そ の 『公 園』 に お い て もや は り、 後 に 戦 死 す る “il”が オ レ ン

ジ色 の ノ ー トに 何 事 か を 書 きつ け て い る様 子 が 繰 返 し描 写 され る が 、 こ の 人

物 も また 作 者 に と っ て具 体 的 な存 在 で あ る こ とが 作 中 で 暗 示 さ れ て い る。

 ソ レル ス作 品 に 見 られ る細 部 描 写 や 、 人 物 の 抽 象 化 な どの 客 観 的 な 手 法 に

ヌ ー ヴ ォー ・ロ マ ン の影 響 を見 る こ とが よ くな され る が 、 両 者 の大 き な相 違

点 は 、 こ の よ うな表 現 に 作 者 を 向 か わ せ る 内 的 契 機 の強 度 の 差 に あ るの で は

な い か と思 わ れ る。 ソ レル ス の小 説 に は現 実 が 潜 ん で い る。 ソ レル ス は本 気

で フ ィ ク シ ョ ソを 信 じて い る の か ど うか  。 自身 の交 通 事 故 の経 験 も幾 つ

か の 作 品 に繰 返 し描 か れ て い る が 、 そ れ 以 外 に もそ の 後 の 作 品 は 自伝 的 な

色 合 い を 一 層 強 め て い る。 こ の辺 りがjalousie(『 嫉 妬 』)やDans le laby-

Yinthe(『 迷 路 の 中 で 』)、 L'ann馥 deyni閇e潼arienbad(『 去 年 マ リエ ン

バ ー ドで 』)の ロ ブ ニグ リエ と決 定 的 に違 う と ころ で は な い だ ろ うか。

1.5.そ の 他 の 記 事

 Tel Quel誌 創 刊 号 は 、 細 心 の 注 意 を払 って バ ラ ン ス を 考 えて 編 集 され た

と言 わ れ る が 、 例 え ぽ 編 集 者 の1人 だ った ユ グ ナ ンが 「半 ば し く じ っ た カ ク

テ ル 」13)と 『日記 』 の 中 で揶 揄 して い る よ うな荒 削 りな 側 面 もあ る よ うだ。

創 刊 号 の ラ イ ン ・ア ップ は 、 冒 頭 の 「宣 言 」 にF.ポ ン ジ ュの 詩 とJ.ケ ロ ー

ル の 作 品 が続 き、 そ の後 に編 集 者6人 の作 品 そ の 他 、 お よ び ア ン ケ ー トが順

不 同 で 続 く体 裁 に な って い る。 ク ー ドル とユ グ ナ ソ は発 表 予 定 の 小 説 の抜 粋

を掲 載 し、 マ テ ィニ ャ ン は フ ロ ーベ ル 論 を載 せ て い る。 こ の マ テ ィニ ャ ソの

評 論 は、 「こ の惨 憺 た る創 刊 号 の 中 に あ っ て唯 一 の 救 い」 とCombat誌 の 書

評 に 書 かれ た とい う。14)

 6人 の作 品 の 他 に は 、 編 集 者 の ヌ ー ヴ ォー ・ロマ ンへ の 関 心 の 強 さ を象 徴

す る よ うにC.シ モ ソ とJ.テ ィボ ドーの 作 品 が 並 び 、 更 に ヴ ァー ジ ニ ァ ・ウ

ル フ の 翻 訳 、 ソ レ ル ス が 書 い た 無 署 名 の カ ミユ論 が 掲 載 さ れ て い る。Tel

Quelの メ ン バ ー は、 サ ル トル 、 カ ミユ の い ず れ に も は っ き り し た 共 感 を寄
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せてはいなかったよ うだが、事故死したぼか りのカミユに捧げた一文は、こ

れを彼 らの敬意の表われと見てよいだろ う。一方、中程に挿入されているア

ソケー トは 「あなたは自分に作家としての才能があるとお考 えですか? ま

たその根拠は?」 とい う人を食 った質問とそれに対する31人 分の返答を載せ

たものである。 これらの答えがなかなか興味深い。例えぽクロー ド・シモン

は 「才能(“don”)と い う言葉 は透視能力を指す ようであま り好 きではない。
             たやす

書 く とい う方 法 で他 人 よ り も容 易 く語 る こ との 出 来 る能 力 を 持 っ て い る とで

も言 っ た 方 が 良 い の で は な い か 」 と答 えて い る。 ロ ブ ・グ リエ は 「否 」 と答

え て 、 フ ィ ガ ロ ・ リテ レー ル の 記 者 が か つ て彼 の 才 能 に 関 し て疑 問 を 呈 した

こ とを 理 由 に挙 げ て い る。L.一F.セ リー ヌ は 「快 楽 の 追 求 者 は書 く必 要 な ん

か な い。 作 家 に こ ん な 質 問 を す る と は!」 と切 り返 し、A. P.マ ソ デ ィ ア ル

グ は 「皆 さ ん は新 し い雑 誌 を 始 め られ た の だ か ら、 この 質 問 に答 え るべ きな

の は あ なた 方 で は な い で し ょ うか?」 と皮 肉 っ て い る。 そ して シ ュ ル レア リ

ス ト、P.ス ー ポ ーの はず む よ うな返 事 、 「幸 い な こ と に私 に は 才 能 が あ りま

す 。 まず 第 一 に 私 は詩 人 で す 。 そ れ に私 は 自 由 に対 して 深 い愛 情 を抱 い て い

ます 。 と こ ろで 私 に もの を考 え、 自 由 に 生 き る こ とを 可 能 に し て くれ るの は

詩 で す 。 私 は しぼ し ぼ 自分 に作 家 と して の 才 能 を 感 じ ます 。 詩 を書 く こ とへ

の 抗 い が た い 必 要 性 を 感 じま す 。 ち ょ うど息 を す るの と同 じ よ うに。」15)

 雑 誌 の 最 後 に は シ ュ ル レア リス トの遊 び を真 似 て 、 ア ル ジ ェ リア に い る ボ

ア ル ー ヴ レ を除 く メ ソ バ ー全 員 の 採 点 に よ る最 近 出 版 され た 本 の得 点 表 を載

せ て い る。 そ れ に よ る と ロ ブ=グ リエ の 『迷 路 の 中 で 』、 ブ ラ ン シ ョの 『来

るべ き書 物 』 は 高 得 点 、 サ ガ ン の 『ブ ラ ー ム ス は お好 き?』 は あ ま り得 点 が

高 くな い とい う結 果 に な って い る。16)

2.0.周 辺 の 状 況 とTel Quel誌 の 位 置 取 り

 1960年2月18日 、Les Lettres fran軋ises誌 はTel Quel誌 発 刊 の 数 週 間 前

に ソ レ ル ス 、 ア テ ィエ 、 ユ グ ナ ソ、 ク ー ドル の4人 に イ ン タ ヴ ュ ー を して い

る。17)アラ ゴ ソ率 い る コ ミュ ニ ス トの 文 芸 誌 が 最 初 にTel Quelグ ル ー プ に

イ ン タ ヴ ュー を 行 った の で あ る。 当 時 は サ ル トル のLes Temps Modernes



156

誌 の他 に もM.ナ ドー のLes Lettres Nouvelles誌 、 戦 時 中 ド リ ュ ・ラ ・ロ

シ ェル の 手 に 渡 っ て い た 雑 誌 を 取 り戻 し て 再 出 発 し たJ.ポ ー ラ ン の

Nouvelle N. R. F.誌 、 J.ロ ー ラ ン のLa Parisienne誌 等 が あ り、 雑 誌 の 群

雄 割拠 の 様 相 を 呈 し て い た 。 こ う した 中 に あ っ てTel Que1誌 の 出 発 は 困 難

を極 め て い た と言 う こ とが 出 来 る だ ろ う。 創 刊 号 に対 す る批 判 に も イ デ オ ロ

ギ ー的 な も の を 別 と し て も、 例 え ぽFrance-Observateur誌 のB.フ ラ ン ク

に よ る次 の よ うな も の が あ った 。

 Le premier num駻o de la revue Tel Quel est un馗hec. C'est illis-

ibie.18)

 こ こ で 使 わ れ て い る “illisible”とい う言 葉 こ そ は 、 ソ レ ル ス の 作 品 に 対

し て以 後 頻 繁 に使 わ れ る表 現 で もあ る。 そ れ は さ て お き、 こ うした 非 難 に 対

し てTel Quel誌 を擁 護 す る側 に は ソ レ ル ス との 間 に長 年 に わ た って 信 頼 関

係 を 築 い て き た 数 々 の 人 物 の 名 前 が 見 られ る。 ア ラ ゴ ン の 他 に もF.ポ ン

ジ ュ、J.ケ ロ ール 、 J.ポ ー ラ ン等hで あ る。 J. t一 ラ ン はN.R.F.誌 上 で 、

Tel Quel誌 に 《grand succ鑚 et longue vie》を 願 う19)、 と熱 く語 っ て い る。

 サ ル トル の ア ソ ガ ー ジ ュマ ソ に 同調 せ ず 、 新 高 踏 派 と も右 翼 的 と も言 わ れ

な が ら も コ ミュ ニ ス ト ・ア ラ ゴ ン に庇 護 され 、 も と コ ミュ ニ ス トで あ った ポ

ソ ジ ュ と歩 み を共 にす る とい うTel Quel誌 の 矛 盾 に 充 ち た 姿 勢 は そ の ま ま

ソ レル ス個 人 の 周 囲 に対 す る ス タ γス の 取 り方 で も あ る。 こ う した こ と か ら

Lesﾉditions de Minuit社 ほ ど熱 心 で は な か った に して もや は りア ル ジ ェ リ

ア独 立 に 同情 的 だ ったSeui1社 が 、 ソ レル ス 達 の 雑 誌 を 出 版 す る こ とに 驚 き

を表 す 人 も い た よ うで あ る。

 ドイ ッ 占領 時 代 か ら戦 後 を 経 て ア ル ジ ェ リア戦 争 に 至 る動 乱 の 時 代 と、一

見 穏 や か に見 え る冷 戦 後 の ポ ス ト ・モ ダ ソ の 時 代 との 間 に挟 ま れ 、 左 右 両 翼

の文 化 人 達 の競 合 が激 し い 中 に あ っ て も ま れ 続 け るTel Que1誌 の 立 場 が 、

い ず れ に も組 み せ ず 、 しか も場 合 に よ っ て は そ れ ぞ れ を 自 らに 取 込 む 、 と い

う詐 術 に充 ち た 態 度 を と らせ た と も言 え よ う。 相 反 す る2者 の 間 に跨 が る存
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在 の 中 間 性  ソ レ ル ス が1963年 に 発 表 し た 作 品 の タ イ ト ル がInter-

m馘iaireで あ っ た の も多 分 に 示 唆 的 で あ る。

 独 自の 立 場 の獲 得 を 目指 し て模 索 し、挑 戦 し続 け るTel Quel誌 と ソ レ ル

ス は 、 ニ ーチ ェの 言 葉 を指 標 に か つ て 誰 も歩 ん だ こ と の無 い 道 に足 を 踏 み 出

した と も言 え る。 後 に な っ て 次 の よ うに 総 括 さ れ る よ うに  。

 Les jeunes馗rivains rassembl駸 autour de Philippe Sollers choisis-

sent de ne pas choisir， renvoyant dos濺os， 一et en un geste d麕炙r黌

telquelien-les adversaires de cet affrontement rituel. Ils affirment ne

vouloir ni mobiliser la litt駻ature， ni travailler瀝a d駸armer. Avec

Ponge， ils prennent le parti pris d'un monde qu'ils r馗lament<ctel

quelｻ， selon la formule nietzsch馥nne plac馥 en駱igraphe du premier

num駻o.20)

2.1.内 部 抗 争

 Tel Que1誌 の メ ン バ ー は 自己 主 張 の 強 い ラ イ ・ミル 同 士 の 集 ま りで あ り、

この様 な集 団 が 波 乱 無 く活 動 を続 け て い く こ と は 当初 か ら困 難 だ った よ うで

あ る。 まず 最 初 に ユ グ ナ ソが ロマ ンテ ィズ ムに 向 か っ た こ とで 他 の メ ソ バ ー

との 間 に軋 轢 を 生 じ、 早 くも創 刊 の年 の うち に 除 名 さ れ た 。 ユ グ ナ ン は そ の

後 間 も な く、奇 し く も ソ レル ス と同様 に交 通 事 故 に遭 い 、26歳 の若 さ で亡 く

な った 。 このLa C�e sauvage(『 荒 れ た 海 辺 』)の 作 者 はTel Quel誌 上 に

唯1回 登 場 した だ け で、 永 久 に姿 を 消 して し ま った の で あ る。 この 間 ソ レル

ス は61年 に は 大 病 を 患 い 、62年 に は 徴 兵 を逃 れ るた め の 必 死 の画 策 を し て い

た。 喘 息 の持 病 が 徴 兵 猶 予 の条 件 を 満 た さ な い と分 る や 精 神 病 を 装 い、 そ の

際 受 け た テ ス トの 様 子 をInterm馘iaireに 書 き綴 る と い うこ とを して い る。

Tel Quel誌 で は ユ グナ ソ が去 った 後 、 新 た にM.マ クサ ン ス とM.ド ゥギ ー、

続 い てJ.一L.ボ ー ド リー、M.プ レ ネ とD.ロ ッシ ュ等 が 加 入 し、 更 に マ テ ィ

ニ ャ ン とマ クサ ン ス が追 放 され る とい うめ ま ぐ る しい 出 入 りが続 く。
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 終 い に は編 集 長 で あ った ア リエ まで もが追 放 さ れ 、 ク ー ドル と ボ ア ル ー ヴ

レは 文 学 を捨 て る こ とに な る。 こ う して 当初 か ら の メ ンバ ー は ソ レ ル ス1人

に な った の で あ る。

2.2.ヌ ー ヴ ォー ・ロ マ ンへ の 関 心 と決 別

 エ ク リチ ュ ー ル の実 験 を 目指 して い た ソ レル ス達 は 当 初 か ら ヌ ー ヴ ォー ・

ロ マ ン に 強 い 関 心 を 示 し て い た 。 ま た ロ ブ=グ リエ の 姿 勢 、 例 え ぽ 彼 が

L'Express誌 に寄 せ た 記 事 に つ い て 述 べ られ た 次 の よ うな文 を 読 む と き 、 こ

れ が 「宣 言 」 に 述 べ られ て い る こ と と軌 を一 に す る もの で あ る こ とが 分 る。

 Dans ces textes， le chef de file du nouveau roman cherchait灣e

d駑arquer clairement du r饌lisme socialiste et de toute conception

strictement politique de la litt駻ature. Ramassant sa vision en une

formule， il d馗larait dansｫNouveau roman， homme nouveauｻen

1961：ｫLe seul engagement possible， pour l'馗rivain， c'est la litt駻一

ature.》21)

 だが前にも述べたような両者の間の異質性は、いずれは互いのベク トルの

違い となって表れざるを得なかったようだ。1964年 夏号に掲載 された 『ヌー

ヴォー ・ロマンのために』の書評で思いがけず、遠回しな表現に隠された ソ

レルスの明確 な批判にぶつかって動揺 したロブ ・グ リエは、手紙に次のよう

に書いて送 るしかなかった。

 Je lis par hasard votre petite note sur Pour un nouveau roman.

Tiens...Tiens...!On me laisse tomber!(...)Mais tant pis. Nous avons

fait un bout de route ensemble. Il ne me reste plus qu'炯ous souhaiter

bon voyage.z2)

ヌ ー ヴ ォ ー ・ロ マ ン と の 決 別 は 以 後 、 ソ レ ル ス 達 をM.フ ー コ ー やR.バ ル



Tel Que1は 何 を した か(1) 159

トに一 層 近 づ け る契 機 と も な っ て い る。

3.0.掲 載 記 事 の ヴ ァ リエ ー シ ョ ン

 Tel Quel誌 各 号 は そ れ ぞ れ 、 創 作 、評 論 、 詩 、 翻 訳 、 書 評 そ の 他 か ら

な っ て い る。 第2号 に は ソ レル ス のIntroduction aux lieux d'aisance(『 雪

隠 考 』)が 掲 載 さ れ た 。 学 生 時 代 、 授 業 中 に 書 い た と い う この 思 弁 的 な省 察

に 充 ち た 小 品 の タ イ トル は、 彼 が 敬 愛 す るバ タ イ ユ が 初 期 の 『眼 球 譚 』 を 書

く際 に用 い た 偽 名 “Lord Auch”(便 所 の 神)を 思 い起 させ ず に は お か な い。

同 じ2号 に は 後 にTel Quel誌 の メ ン ・ミー と な るJ.テ ィボ ドー とJ.リ カ ル

ドー が執 筆 し て お り、 ま た ソ レ ル ス に よ る ロ ブ 竃グ リエ につ い て の 論 文 も

載 っ て い る。5号 に は ロ ブ=グ リエ のL'Ann馥 derni鑽e潼arienbad(『 去

年 マ リエ ンバ ー ドで 』)が 掲 載 され て お り、 こ の 時 期 の 両 者 の 緊 密 だ った 関

係 を窺 わ せ る。5号 に はバ タ イ ユ のLes Larmes d'Eros(『 エ ロス の 涙 』)、

ソ レル ス のLa lecture de Poussin(『 プ ッサ ンを 読 む 』)が 載 って い る。7号

に は “La litt駻ature aujourd'hui”(今 日の 文 学)シ リー ズ の1回 目、 R.・ ミ

ル トの 文 が 載 っ て お り、 後 に メ ン バ ー と な るJ.L.ボ ー ド リー が 初 め て執 筆

し て い る。 同 じ号 に はM.ビ ュ トー ル 、G.ジ ュ ネ ッ ト、V.ラ ル ボ ー、 V.セ

ガ レ ソ も執 筆 し て い る。8号 に は 後 に メ ソバ ー と な るM.ド ゥギ ー、M.プ

レ ネ が 執 筆 し て お り、P.ク ロ ソ ウ ス キ ー も評 論 を載 せ て い る。9号 に はJ.

P.フ ァ イ ユ とM.マ ク サ ン ス が 初 め て 登 場 す る。 ま た “La litt駻ature au-

jourd'hui” シ リ ー ズ2回 目 がN.サ ロ ー トに よ っ て 書 か れ 、 ソ レ ル ス の

L'interm馘iaireが 掲 載 さ れ て い る。10号 に は バ タ イ ユ が 死 の 直 前 に ま と め

たConf駻ence suY le Non-Savoir(『 非 一 知 に つ い て の 講 演 』)が 掲 載 され て

い る。11号 に は “Litt6rature” シ リー ズ3回 目がM.ビ ュ トー ル に よ って 書

か れ 、 ソ レ ル ス はBackgroundを 載 せ て い る。12号 に はJ.グ ラ ック が ユ グ

ナ ソの 死 を 悼 む 記 事 を 寄 せ て い る。13号 にD.ロ ッシ ュが 初 め て 登 場 す る他

に、14号 に はR.カ イ ヨ ワ、P.ブ ー レ ー ズ も書 い て お り、 “Litt駻ature” シ

リー ズ4回 目は ロ ブ ニグ リエ が書 い て い る。15号 に は ソ レ ル ス のLogique de

la Fiction(『 小 説 の 論 理 』)が 載 って い る 他 、 M.フ ー コ ー、 A.ア ル トー等
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が執 筆 し て い る。17号 で は フ ー コ ー の司 会 に よ る 小説 に つ い て の 討 論 会 、 詩

に つ い て の討 論 会 が そ れ ぞ れ 掲 載 さ れ て い る。18号 で はM.カ ニ ン グ ハ ムi

M.ロ ベ ール が 、20号 で はJ.デ リダ が 書 い て い る。

 以 上 の よ うに 執 筆 陣 は 絵 画 、音 楽 、 ダ ソ スの 各 ジ ャ ンル へ と広 が っ て お り、

芸 術 表 現 を 幅 広 く探 求 し よ う とす る ソ レル ス達 の意 欲 が 伝 わ って くる。 これ

を裏 付 け る もの と して掲 載 記 事 を ジ ャ ン ル別 に数 字 で表 した もの を 見 る と以

下 の よ うに な って い る。

ア ヴ ァ ン ・ギ ャル ド：43/ヌ ー ヴ ォー ・ロマ ン ：35/文 学 ：46/詩=61/シ ュ

ル レ ア リス ム ：4/フ ラ ン ス 文 学 ：17/外 国 文 学 ：49/文 学 理 論 ：83/哲

学 ：13/セ ミオ ロ ジ ー ：2/言 語 学 ：1/精 神 分 析 論 ：3/民 族 学 ：4/中 国 ：

3/時 事 ：10/絵 画 ：26/映 画 ：8/音 楽 ：2/演 劇 ：5/ダ ン ス ：3(1960年

1号 か ら1965年23号 ま で。Tel Que1誌 編 集 委 員 会 作 成 の 資 料 に よ る。)

3.1.Tel Quelの 書 籍 出 版

 Tel Quelは 又 、雑 誌 と平 行 して 夥 し い数 の 単 行 本 を 刊 行 し て い る。 ソ レ

ル ス の 編 集 者 と し て の 才 能 が 発 揮 され た 事 業 は成 功 した と言 え る よ うで あ る。

第1回 の 出版 は ソ レル ス のInterm馘iaireで あ っ た。

 Tel Quelか ら単 行 本 を 出版 して い る作 家 を 挙 げ る と、 多 い と ころ で はF.

ポ ン ジ ュ とG.ジ ュ ネ ッ トが8冊 ず つ 、C.オ リエ が6冊 、 J.ケ ロー ル 他 の5

冊 、M.マ ク サ ン ス 、 M.ビ ュ トー ル が4冊 、 そ れ にP.ク ロ ソ ウス キ ー 、 T.

ト ド ロ フ、R.バ ル ト、M.フ ー コー 、 J.デ リダ 、 M.ド ゥギ ーの3冊 が 続 く。

件 数 は 少 な い が 他 にG.バ タ イ ユ 、J.L.ボ ル ヘ ス 、 ウ ン ベ ル ト ・エ コ、 J.

ジ ュ ネ 、J.グ ラ ック、 V.ラ ル ボ ー 、 H.ミ シ ョー 、 J.ポ ー ラ ン、 J.P.リ

シ ャ ール 、A.ロ ブ=グ リエ 、 M.ロ ベ ール 、 N.サ ロ ー ト、V.セ ガ レ ソ 、 C.

シ モ ン、J.ス タ ロバ ン ス キ ー 、 ウ ン ガ レ ッテ ィ、P.ヴ ァ レ リー、 F.ヴ ァー

ル 等 がTel Que1か ら本 を 出 し て い る。 文 学 以 外 の ジ ャ ンル で はP.ブ ー レー

ズ、J.ケ ー ジ 、 M.カ ニ ン グ ハ ム 等 の 名 前 が 見 られ る。23)これ ら の 顔 ぶ れ は

概 ねTe1 Que1誌 の記 事 や 作 品 の 執 筆 者 、 あ る い は そ の 作 品 がTe1 Que1誌 上

で論 評 の 対 象 とな った 作 家 達 で もあ る。
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4.0.Tel Quelの 役 割

 En France， on le sait，1'universit馘ans la seconde moiti馘es ann馥s

soixante， s'est passionn駑ent saisie duｫtelquelismeｻ， avant de s'en

d6tourner avec violence ou condescendance.24)

 この文はTel Quelに 対する周囲の典型的 な反応の一つを端的に表 してい

ると言>xよ う。いかなるイデオ ロギーにも取込まれることな く、いかなる社

会的な動 きか らも距離を置 き、決 して懐柔されない一方で、常に挑戦 し、ア

ヴァソ ・ギ ャル ドであり続けようとす ること、  このような態度は恐らく

は欺瞞で しかあ り得ないかも知れない。だがこうした道を選 んだ以上は引返

すわけにはいかないのだ。従ってそれ以後はまさしく戦争であろ う。戦場に

おける本来のアヴァン・ギャル ドの働 きが要求 されるのだ。 これがTel Que1

が選んだ道である。方向性の違いから、あるいは雑誌の運営上の問題か ら、

身内を次hに 切ってい く痛みに耐.xな がらも妥協せず に、様hな 定義付けや

レッテルを貼 ろ うとする動 きと戦い、しかも自らの主張を現実の作品中y`実

現してい くこと、このために取 った手段が詐術、策略でもあ り、生き延 びる

ためにとった方法が変節でもあっただろ う。 これらはソレルス本人の著作、

および表現活動にしぼしぼ用 いられる言葉である。エク リチュールの実験を、

芸術表現の探求を続けていくための、そ して雑誌を継続す るための必然で

あったということであろ うか。

4.1.発 展 に む け て

 Tel Quel誌 は そ の 後 、 J. P.フ ァ イ ユ 、 T.ト ド ロ フ、 J.デ リダ 、 J.ラ カ ン、

M.フ ー コ ー、J.ク リス テ ヴ ァ等 の参 加 や 協 力 を 得 て 大 き く飛 躍 す る と 同 時

に 、 そ の変 節 振 り も次 第 に振 幅 が 大 き くな っ て い くの が 見 られ る。 しか し例

え ば、 創 刊 以 前 か らの 協 力 者F.ポ ソ ジ ュ は、1965年 ラ ジ オ の イ ン タ ヴ ュ ー

で 、 現 在 も っ と も優 れ た 雑 誌 は 何 か、 と聞 かれ て 次 の よ うに 答 え て い る。
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  Pour parler concr鑼ement， la Nouvelle Revue fYan軋ise ne cesse de

d696n6rer， Leルlercure de France aurait plut6t tendance灣'am61ior-

er. Les Temps modernes me paraissent de plus en plus naffs et

ennuyeux. Non， la meilleure revue， il n'y en a qu'une， c'est celle que

publient auxﾉditions du Seuil Sollers， Pleynet et leurs amis， et dont

le nom est Tel Quel.2”

  時 に はそ の過 激 な方 針 に よ って 物 議 を 醸 しつ つ も、 この様 な揺 る ぎ な い信

頼 の軸 に支 え られ て 、 時 代 に も ま れ 続 け な が ら も ソ レ ル ス とTel Que1は 生

き続 け る こ とが 出 来 た の だ ろ う。

                                                     (こ の項 、 了)
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